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平成 26 年 6 月 12 日 

総合政策局国際政策課 

「第 2 回日ミャンマー交通次官級会合」及び 

「第 2 回日ミャンマー陸上輸送分野高級実務者会合」の開催結果について 

 

6 月 11 日に、ミャンマー・ネーピードーで開催された「第 2回日ミャンマー交通次

官級会合」及び「第 2回日ミャンマー陸上輸送分野高級実務者会合」の結果を下記の

とおりお知らせ致します。 

なお、交通次官級会合については平成 24 年 11 月に国土交通大臣とミャンマー運輸

大臣間で締結した「交通分野の協力に係る覚書」に基づき、また、陸上輸送分野高級

実務者会合については平成 25 年 6 月に国土交通大臣とミャンマー鉄道運輸大臣間で

締結した「陸上輸送の分野における協力に関する覚書」に基づき、それぞれの分野に

関するハイレベル（次官級）の政策対話を行うものです。 

 

記 

 

第２回日ミャンマー交通次官級会合 

１．参加者 

ア 日本側（国土交通省） 

国土交通審議官 桝野 龍二  他 

イ ミャンマー側（運輸省） 

運輸副大臣 ハン・セイン 他 

２．会合結果 

（１） 日・ミャンマー両国間で進められている、海事、港湾、航空、気象の各

分野における協力プロジェクトの中でも、前回会合から動きのあったもの

について、技術協力や事業の進捗状況など、最新の状況を共有した。 

（２） また、新しいトピックについて取り上げ、新たな協力の可能性について

認識を共有し、日ミャンマー両国で緊密な協力・連携を図っていくことを

確認した。 

＜新しいトピック・最新の状況の例＞ 

・ミャンマーのプロジェクトでも活用が期待される海外・都市開発事業支

援機構の紹介。 
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・ヤンゴン川渡河船の代替建造の進捗についての紹介。 

・ティラワ港等における総合的な物流改善方策についての紹介。 

・空港分野における日本の技術・経験と、航空管制分野における今後の日

本の協力方針についての紹介。 

・昨年３月に無償資金協力が締結された気象レーダー等の実施状況につい

ての紹介。 

（３） 次回については、来年の然るべき時期に開催することとなった。 

 

第２回日ミャンマー陸上輸送分野高級実務者会合 

１．参加者 

ア 日本側（国土交通省） 

国土交通審議官 桝野 龍二  他 

イ ミャンマー側（鉄道運輸省） 

鉄道運輸副大臣 ミン・テイン 

鉄道運輸副大臣 チャン・マウン 他 

２．会合結果 

（１） 日・ミャンマー両国間で進められている、鉄道、自動車の各分野におけ

る協力プロジェクトの中でも、前回会合から動きのあったものについて、

技術協力や事業の進捗状況など、最新の状況を共有した。 

（２） また、新しいトピックについて取り上げ、新たな協力の可能性について

認識を共有し、日ミャンマー両国で緊密な協力・連携を図っていくことを

確認した。 

＜新しいトピック・最新の状況の例＞ 

・ミャンマーのプロジェクトでも活用が期待される海外・都市開発事業支

援機構の紹介。 

・ヤンゴン・マンダレー鉄道整備事業等について、進捗状況等を説明し意

見交換。 

・自動車整備及び自賠責保険制度の重要性など、今後の協力に関する情報

交換 

（３） 次回については、来年の然るべき時期に開催することとなった。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

<陸上輸送分野高級実務者会合での

桝野国土交通審議官による挨拶> 
 
<交通次官級会合の様子> 
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 連絡先：国土交通省 総合政策局 国際政策課      出澤、竹本 

電話：03-5253-8111（内線 25923,25916、直通 03-5253-8318） 

FAX: 03-5253-1561 


